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陸前高田市震災復興計画検討委員会設置要綱 

（設置） 

第１ この要綱は、陸前高田市震災復興計画（以下「復興計画」という。）の策定に

あたり、東日本大震災により壊滅的な被害を受けた経験を踏まえ、安全で快適な

災害に強い新しいまちづくりについて検討するため、陸前高田市震災復興計画検

討委員会（以下「検討委員会」という。）を設置する。 

（検討事項） 

第２ 検討委員会は、復興計画に関する次の事項について検討を行う。 

⑴ 復興計画案の策定に関すること。 

⑵ その他復興計画案の策定に必要な事項に関すること。 

（組織） 

第３ 検討委員会は、関係分野の有識者等又は学識経験者の中から市長が委嘱する

委員５０名以内をもって組織する。 

（任期） 

第４ 委員の任期は、復興計画案の策定をもって終了する。 

（委員長及び副委員長） 

第５ 検討委員会に、委員長及び副委員長各１名を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選によって定める。 

３ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けた

ときは、その職務を代理する。 

（オブザーバー） 

第６ 検討委員会に、オブザーバーを置くことができる。 

２ オブザーバーは、市長が委嘱し、その任期は委員の任期の例による。 

３ オブザーバーは、必要に応じて会議に出席し、意見を述べることができる。 

（会議） 

第７ 検討委員会の会議は、委員長が招集し、委員長が議長となる。ただし、委員

の委嘱後の最初の検討委員会は、市長が招集する。 

２ 検討委員会は、必要があると認めるときは、委員以外の者を出席させ、説明又

は意見を求めることができる。 

（庶務） 

第８ 検討委員会の庶務は、復興対策局において処理する。 

（補則） 

第９ この要綱に定めるもののほか、検討委員会の運営に関し必要な事項は、別に

定める。 

附 則 

この要綱は、平成２３年７月１５日から施行する。 


